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研究成果の概要（和文）：研究課題「東アジアにおける戦後歴史認識の横断的研究」の遂行にあたって、まず基
礎作業として韓国での現地調査、および資料収集を行った上で、2020年1月に韓国全南大学校での国際シンポジ
ウム「日韓関係を東アジアの中で考える」を企画・実行した。シンポジウムの成果については、2021年3月に明
石書店から『思想・文化空間としての日韓関係――東アジアの中で考える』として出版され、本書は広い層の関
係者や諸機関に配布を行った。2020年以降コロナ禍となったため、2021年にはオンラインでシンポジウム「日韓
関係を東アジアの中で考えるⅡ」を行った。また、研究成果を広く公表するために、ホームページを作成し、公
開した。

研究成果の概要（英文）：In carrying out the research project "Interdisciplinary Research on Postwar 
Historical Perceptions in East Asia", we first conducted a field survey in South Korea and collected
 materials as basic work. Planned and implemented “Thinking about Japan-Korea relations in East 
Asia”. The results of the symposium was published by Akashi Shoten in March 2021 as "Japan-Korea 
Relations as an Ideological and Cultural Space: Thinking in East Asia." . Since 2020 has been a 
pandemic, we held an online symposium in 2021 titled "Thinking about Japan-Korea Relations in East 
Asia II." In addition, in order to widely publicize the research results, a website was created and 
opened to the public.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題「東アジアにおける戦後歴史認識の横断的研究」は特に近年の日韓関係において、戦後の歴史認識を
めぐって相互にずれがあることが問題の根本的な原因となっていることに着目し、その原因や打開策を領域横断
的な視点から解明しようとするものである。そのため、日韓、そして東アジア地域の研究者たちと連携し、日韓
関係を東アジアの視点から再照明しようとした。その結果は国際シンポジウム「日韓関係を東アジアの中で考え
る」、およびその成果物である『思想・文化空間としての日韓関係――東アジアの中で考える』（明石書店）に
まとめることができた。それらによって、近年の緊張した日韓関係へ一石を投じることができたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（1）本研究の直接的な背景として、近年の慰安婦問題、尖閣諸島問題などによる東アジアと日
本との間の緊張関係が大きな契機となっている。佐野は長年日韓の近代文学の比較研究に携わ
ってきたが、その中で両国の間に強い文化的親近関係が存在することを実感し、様々な論文で
1920 年代から現在に至る両者の相互関係を追求してきた。そのような近代の東アジアの文化的
親近関係から見るときに、近年の歴史認識をめぐる摩擦は深く憂慮すべき事態と感じられた。そ
のため、研究者として微力ながらその打開に一助したいという念願の元に、本研究の着想を得た。
なお、本研究の元となった「日韓歴史認識の起源と展開」は平成 26 年度に科研費の挑戦的萌芽
研究に採択されている（平成 26 年～平成 28 年） 
（2）特に今回の研究計画で「東アジアの歴史認識の横断的研究」を掲げたことについては、本
研究の元となった「日韓歴史認識の起源と展開」において研究を進める中で日韓の二国間の問題
として考えることに徐々に限界を感じるようになったことが関係している。特に中国との間で
の歴史認識問題を視野に入れることなしにはこの問題を十分に解明することができないと思う
ようになったのである。そのため、中国さらには台湾や東南アジアなどのアジア諸地域を横断的
に比較研究する本研究を着想することとなった。 
 
 
２．研究の目的 
 
（1）東アジアでは韓国・北朝鮮・中国（中華人民共和国、中華民国）そして日本という国・地
域ごとに、戦後の歴史過程はことなり、それによって歴史認識も相互に異なっている。それゆえ、
日本と韓国、日本と中国、といった１対１の個別的な関係ではなく、東アジアを横断的に研究す
ることが必要であると考えられる。戦後初期と 1990 年代を特に焦点化し、東アジアの横断的な
歴史認識の形成過程と展開過程を再検討し、実践的に解決の糸口を探ることが本研究の目的で
ある。 
（2）東アジアの歴史認識問題が長く解決の難しい問題として存在している原因の一つは相互の
戦後（韓国や中国では光復後）に形成された歴史的アイデンティティの間に埋めがたい溝がある
ことである。そのため、歴史認識問題を解決に向けて行くためには、互いのアイデンティティが
形成された戦後直後の時期の東アジアに遡って再検討がされなければならない。 
（3）また、本研究では 1990 年代以降の東アジアの歴史認識の展開に焦点を当てる。1990 年代
は韓国や台湾で民主化が進んだ時期であり、それと同時に慰安婦問題や竹島（独島）問題などが
本格的に問題化されてきたことには深い関連性がある。民主化によって、軍事独裁政権下ではタ
ブーとされてきた様々な問題が表面化され、人権問題や未解決の問題として提起され始めたか
らである。その意味で 1990 年代の社会状況や文化状況との関連性に焦点を当てた再検討がされ
なければならない。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1）戦後初期の韓国と東アジア地域での歴史意識とアイデンティティの問題を追及するために、
各国での社会状況と文化状況を調査する。主に①マスメディアにおける歴史意識の形成と展開、
②文学での歴史意識の展開、③映画、ドラマにおける歴史意識の形成と展開、という３つの方法
を設定した。それらの調査を行った上で、各地域の状況を比較検討する。 
（2）1990 年代は韓国や台湾の東アジア地域で民主化が進んだ時期である。その中で歴史意識が
大きく変化していく様相について、①マスメディアでのトピックや表象が変化していく過程を
検証する。例えば女性の人権問題が提起されるのに従って慰安婦表象が変化する様相を検証す
る。②また、文学作品、映画・ドラマにおいて同様に歴史表象（例：慰安婦の表象など）が変化
していく経緯を検証する。③また、同時期の日本を含めた東アジア地域での文学作品や映画・ド
ラマとの比較作業を行った。 
（3）それらの作業の成果を踏まえて、2020 年に国際シンポジウムを開催し、戦後の東アジアの
歴史意識と相互認識をめぐって相互のコミュニケーションと問題の共有を図った。また、シンポ
ジウムの成果について、書籍化し、広く公開した。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）戦後初期、および 1990 年代以降の韓国での文学作品と映画作品について資料調査を行い、
基礎となる資料目録を作成した。 



（2）戦後の東アジア（韓国、日本、台湾、中国）で、歴史意識やアイデンティティに関係する
と思われる文学作品や映画作品についてピックアップし、それを基にして相互比較する作業を
行った。 
（3）2020 年 1 月 13 日に国際シンポジウム「日韓関係を東アジアの中で考える」を全南大学校
において開催し、日韓台の研究者による問題の多角度からの接近を試み、相互の意見交換を行っ
た。佐野は「ポストコロニアルな視角から眺めた戦後の日韓関係――1990 年代以降を中心に―
―」の発表を行い、日韓のコミュニケーションの齟齬の問題を 1990 年代以降の日韓のマスメデ
ィアの変化という文脈の中で再照明した。 
（4）2021 年 1月にオンラインで国際シンポジウム「日韓関係を東アジアの中で考えるⅡ」を企
画・実行した。 
（5）上の 2回のシンポジウムの成果を基にして出版作業に取り組み、2021 年 3月に明石書店か
ら『思想・文化空間としての日韓関係――東アジアの中で考える』として出版した。 
（6）上の『思想・文化空間としての日韓関係――東アジアの中で考える』に関しては、広い層
の関係者や諸大学、諸機関に配布した。 
（7）研究成果を広く公表するために、ホームページを作成し、公開した。タイトルは「ポスト
コロニアル・アジア 東北大学国際文化研究科 国際日本研究講座 佐野正人研究室」とした。 
（8）その他、2019 年に国際日本文化研究センターの稲賀繁美氏を招いて東北大学において講演
会「Ａ．Ｋ．クーマラスワーミと柳宗悦――植民地体制下での民藝復興の国際的共鳴現象――」
を行い、2020 年には韓国の漢陽大学校研究教授の咸忠範先生をお招きして講演会「日韓映画技
術交流史の流れ 朝鮮半島における東宝の特撮技術受容様相を中心に」を行った。 
（9）結論的に、日韓を含めた東アジアの歴史認識問題が大きな問題となったのは、東アジアで
民主化が進んだ 1990 年代以降のことであることが明らかとなった。韓国では民主的メディアの
登場によって慰安婦問題、独島（竹島）問題などのそれまでタブーとされてきた問題が浮上した
のに対して、1990 年代以降の日本ではそのような歴史的・社会的なコンテクストを受容できず、
コミュニケーションギャップが広がったものと考えられる。そのため葛藤と対立が広がり、現在
に至っている。この現状を打開するためには、日韓を始めとした東アジアのメディアが「全体的
な理解」、つまり複合的な分野や時代にわたる相互の主体性を理解し共有するというヴィジョン
の元に、和解の道を探るという作業が必要となるだろう。 
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